
地域丸ごと認知症支援を実践！
地域密着型サービスを紹介します

調布市では9月21
日の「世界アルツハ
イマーデー」にちなみ，
９月を「認知症サ
ポート月間」とし，
キャンペーンを実施
します。

2025調布市認知症サポート月間

つつじヶ丘在宅総合センター



～本日の目次～

1.認知症サポート月間について

2.認知症と地域密着型サービス

3.地域密着型サービスについて

4.調布市の地域密着型サービスを紹介

①ぷちぽあん・国領高齢者在宅センター

②至誠ホーム調布若葉ケアセンター・グループホーム

③小規模多機能ケアハウス絆

④にじいろハート

⑤ケアホーム希望

～休憩 展示見学～

5.グループワーク（感想、意見交換、質問など）

6.支え上手、支えられ上手な地域づくりについて



1.認知症サポート月間について

「認知症にやさしいまち💛 ちょうふ」



2.認知症と地域密着型サービス

①認知症は早期発見早期治療から早期発見早期支援へ

②認知症は、生活の中で徐々に症状が見られてくる。

③共生社会の実現を目指す認知症基本法

ある日、突然認知症になるのではなるのではありません。
生活の中に徐々に見られてくる症状と共に生活をしています。

認知症の方だけでなく、周囲の人も認知症に対する理解を深め、
地域全体で支え合うことが重要です。

認知症は、医療へのバトンタッチではなく、小さな支援の積み重ねで
生活を支えることが必要。
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①認知症は早期発見早期治療から早期発見早期支援へ

②認知症は、生活の中で徐々に症状が見られてくる。

③共生社会の実現を目指す認知症基本法

ある日、突然認知症になるのではなるのではありません。
生活の中に徐々に見られてくる症状と共に生活をしています。

認知症の方だけでなく、周囲の人も認知症に対する理解を深め、
地域全体で支え合うことが重要です。

認知症は、医療へのバトンタッチではなく、小さな支援の積み重ねで
生活を支えることが必要。

2.認知症と地域密着型サービス
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①認知症は早期発見早期治療から早期発見早期支援へ

②認知症は、生活の中で徐々に症状が見られてくる。

③共生社会の実現を目指す認知症基本法

ある日、突然認知症になるのではなるのではありません。
生活の中に徐々に見られてくる症状と共に生活をしています。

認知症の方だけでなく、周囲の人も認知症に対する理解を深め、
地域全体で支え合うことが重要です。

認知症は、医療へのバトンタッチではなく、小さな支援の積み重ねで
生活を支えることが必要。

2.認知症と地域密着型サービス
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高齢者が「認知症」や「要介護状態」になっても、住み慣れた地域で出来る限
り長く生活できるように、地域の実態に即したサービスを提供（2006年創設）

3.地域密着型サービスとは…

個々のニーズに
きめ細かく対応

柔軟な
介護サービス

居住地域限定

これまでの生活の変化
を最小限に自宅で、町
の中で暮らし続けるた
めのオーダーメイド
サービス



地域密着型サービスの種類
調布市内の事業所の数

1事業所

2事業所

１事業所

1事業所

20事業所

0事業所

5事業所

11事業所

0事業所

2事業所



Ι要介護（もしくは要支援）認定を受けている方
Ι原則として、サービス事業者と同一の市町村に住民票がある方

要介護1～5の方
全ての地域密着型サービス

要支援1・2の方
介護予防認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
介護予防小規模多機能型居宅介護

※「介護予防認知症対応型共同生活介護」は要支援2以上の方が
対象になります。
通常の居宅介護サービスとの違い

地域密着型サービス利用の対象は…



①柔軟なサービス提供が出来るよう、事業所規模が小さい。

②地域ニーズの拾い上げの場として「地域住民」や「地域包括支援
センターの職員」などを交えた運営推進会議を定期的に実施。

③地域密着型サービスは、原則事業所のある市町村に住民票がない
と利用することができない。
通常の居宅介護サービスとの違い

通常の介護サービスとの違いは…

～利用者、家族、地域の方々に顔なじみの関係性を築く上で、大きな組織ではないことも重要～
の居宅介護サービスとの違い

～利用者にとっても地域の方にとっても、より開かれた運営がなされるよう工夫～通常の
居宅介護サービスとの違い



4.調布市の地域密着型サービス事業所を紹介

①ぷちぽあん・国領高齢者在宅センター

②至誠ホーム調布若葉ケアセンター・グループホーム

③小規模多機能ケアハウス絆

④看護小規模多機能にじいろハート

⑤看護小規模多機能ケアホーム希望

＊個人情報を含むため参照資料はありません。
正面画面をご覧ください。
事業所パンフレットは、会場内にご用意しています。

のぞみ



超高齢化に介護の担い手は不足し、少子化、核家族化により、子育てと介護を同時に担
うことも増加。介護保険の導入により介護サービスの利用も定着したが、個々の生活が画
一的化され、周囲との関係性を希薄化させ、人と人・家族間・地域間での交流は減少。孤
島介護を生んでいる。

5.支え上手、支えられ上手な地域づくりについて

人は人との関りの中に、思いやり、助け合い、多くの刺激を受け、
人として成長し続る。その関りこそが、その人の居場所であり、安ら
ぐ場所と時間を生み出す。人と人、家族、地域の中で、ゆるりと自然
に繋がれる、そんな街づくりが求められている。

認知症、高齢要介護者に限られたことではなく、誰もが地域の中で、
支え、支えられる立場にあることを意識しながら『お互い様』の関係
性を大切に生活する。地域密着型サービスもその地域の中の一つとし
て、地域に溶け込み支えあう存在を目指しています。



つつじが丘在宅総合センターの理念

「人と人の絆 家族との絆 地域との絆」

慣れ親しんだ地域で暮らし続けたい
と願う個々の力を信じ、人と人との
つながりを大切に、共に歩む街づく
りを目指します。

～ご清聴ありがとうございました～


